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時は17世紀の前半，既lζ本稿(その一)で記述したように，イギリスで
は]ames1の治下，新大陸開発のためにLondonIC C hartered CO.が開設
され(乙れは商業資本が企業の独占体制を維持する為絶対主義的国家から
Charterを受け，その保護を求めざるを得なかったことから生誕した0)， 
1606年にはVirginia地域に ]amestown植民地が 1620年にはNew
England地方の一角ICSepa ratist による plimoth植民地が樹立されてより，
イギリス国王Georgen による Commor1 CouncilへのCharter下付で Sa-
vannaの地に開拓された 1733年のGeorgla植民地の成立迄主としてイギ
リス拓植者の手になる所謂建国十三邦植民地が北アメリカ大座東方海岸地
帯に成長した。かくして18世紀の半ば頃には 北アメリカ大陸はその面積
約 300万平方マイルの広大な地域に約 350万人の人口を擁し(尚， 1607年
よりイギリス本国との決裂前 1774年迄のイギリス植民地人口の経済的統
計は遺憾ながら現存しないが， 1790年のアメリカ国勢調査では，アメリ
カの総人口，白人 317万 2.000人 3 黒人70万人となっている。そしてこの
中， 75.2 %はイギリス系及びスコットランド系である。)，ヨーロッパ諸
国の植民地化したのであるの即ちイギリス人は Hudson湾一帯と大西洋岸
の帯状地帯を，スペイン人はW白t Indi白からMeXl∞湾沿岸，全Central
America及び Brajilを除く南アメリカ大睦を占拠し，フランス人は
1756年より 63年K至る French and Indian War後， 1763年
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の Paris条約によってアメリカ大陸における全植民地を失い
St. Laurence流域及びMississippi河岸はイギリス人に， Louisianaの
地はスペイン人に奪取された。かくしてアメリカ革命当時に於ては，イギ
リス植民地の隣人はスペイン人を残すのみとなった。もっとも，イギ、リス
植民地の独立後 1800年の Saint Ilthepho伊の密約lとより Louisiana
地方は 1，500万ドルの代償をもって再度フランスの有に帰したが， 3年後
にはまたまた 1，500万ドルの購買費で ]eff町son 大統領の合衆国に編入さ
れたのである。このように北アメリカ大陸に残存した植民地は，今やイギ
リスとスペインのそれのみとなり来ったが スペインは植民地経営に成功
せず p 唯イギリス植民地のみが着実に発展を続けた。ところで，イギリス
植民地が最も堅実に成長した要因としては， (1) Yeomanry及び puritan
を主流とするイギリス開拓者が素質的に良好であったこと， (2)イギリス植
民地にはスペインの金銀，フランスの毛皮のような巨大な資源が存しなか
った為，中・南部植民地は勿論，岩礁地帯で農業に不適のNew England 
地方に於ても拓植者は鋭意農業K従事し，彼らは恒久植民地に必須的な農
業的定着性を具備し，かくして乙乙に産業的基盤を設定し得た乙と， (3)特lζ
New England地域社会に於ては，民主主義的機構が早期より発生し，従
ってイギリスの親方・職人・労働者が継続的にこの地に渡来し，植氏地工
業発展の適格性を具備したこと，(4)イギリスでは資本主義的生産が他国に
比して順調に展開された為 17世紀以降のイギリスは政治・経済・軍事等
の諸面で西ヨーロッパ諸国ι覇を唱え得たこと (5)イギリスは人口過剰の
為，貧窮者や失業者を海外へ送致し彼らの生活の好転を企図する要lζ迫ら
れていたこと， (6)イギリスは毛織物市場を新たに取得する要があったこと，
(7)イギリスは従来地中海諸国へ投資したオリーブ油や葡萄酒，更にBaltic
各国へ投資した船材やタール類をアメリカ大陸植民地から入子して国家経
済ω節減に尽力するの要が存したこと等が指摘されている。さて植民地ア
メリカにおける基幹的産業は勿論農業であったが この農業は先住民 In-
dian IC出発し，大西洋岸で半猟半農の生活を営んでいた Indianから栽培
方法を習得し得たとうもろこしは，当地へ最初来航した拓植者の生命を奇
しくも幾度かその飢餓から救い上げたものだった。ところで，アメリカ大
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アメリカ産業の発展過程を概観してーそdゴ一
陸におけるイギリス植民地はR.H. Gabrielω分類説によって乙れを南
部・中央(中部) ・北部と一応，三分割してその産業的実態を把握・理解
し，アメリカ史流における経済的諸面に関してその発展過程を追跡するこ
とが一般的とされているので，本稿lζ於ても先ずこれに従ってそれら地域
産業の発展過程を概観してみることに致したいO
(1) 南部植民地 (Virginia，南北Calorina，Maryland， Georgiaの各
邦) ・ (Vlrgmlaと南・北Calorinaの各邦を QldW白tと呼称する)・
(沼沢地・粘土層の土壌)・ (TobaccoC oloni白， 米・藍・煙草等の
農業を中心とする植民地) ・ (plantion Coloni白) ・(Manor市IJ・長
子及び限嗣相続制・年季奉公人告IJ・免役地代制等の伝統的・封建的イギ
リス本国の生活及び生産牒式の移植された植民地)・(この地域への渡来
者には指物師・洋服仕立工・宝石加工者・金銀細工師や鉄砲鍛冶工等の
職人も包含されていた)・ ( 1609年ω第二次 1610年の第三次以降
の当地方への拓植者の移民的性格に関しては かのVernon LOUlS 
parnngton がその名著なる..Main Currents in American Thought" 
{ 1927， N. Y.} vol. 1， . T he Colonial M ind "に鮮明にこれを描
出している) ・(イギリス重商主義政策展開の拠点地)・(植民地時代
の人口， 1760年頃に於て71万8，000人)
さてこの地域に於ては，熱帯性気候と肥沃な沖積層土壌ω下lζ煙草(こ
れは 1612年にW白t1 ndi白から伝えられ，当地}fがその栽培lζ最適
なることが発見され，以後大いに繁栄して17世紀末，既lとイギリス本自
へ 3，5ω ポンド分を輸出した。) ・米(その長大生産地は Virginia邦)
・藍・綿・大麻・甘藷・南瓜その他の野菜類の栽培が進展し林檎園も経
営された。植民地初期にあっては 自主的年季奉公人による什給白足的
小農経営が支配的で，地主ω90~ぢ迄は白己ω労働力で耕作する臼作農そ
兼ねる零細地主に過ぎなかった。然し強制的年季奉公人たる白人労働者
と黒人奴隷による VlrglDla 及び Maryland両邦の煙草，両 calorina
邦の米・藍・の栽培が進展するに伴い，アフリカから輸入した県人奴隷
集団使用の大土地所有農業即ち plantation 機構がにわかに展開された(尚，
17世紀から18世紀への推移期は，白人年季奉公人制から黒人奴隷制への
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決定的転換期とされている o ) 0 何故なら煙草は急速に土壌を枯渇させ
た為，即ち Virginia煙草農園は 5.000エーカー或はそれ以上の面積を持
っていたがその使用は 3ヶ年に堪えず従ってその栽培には広大な土地を
必要とし，煙草や米の栽培のような粗放的掠奪農業には奴隷労働が相応
していたからである。そして北はseneganhiaから南は Angoraのアフ
リカ西方海岸から輸入されたこの奴隷一人宛の耕作地を50エーカ と制
約する方策が最も効率の高い農業経営とされる通念だった C 尚，当時綿
花は末だ南部の重要作物ではなく 煙草乙そ最も重要で輸出品目の中で
も首同を占めていたのである o 1614年，煙草積載船が始めて南部を発
進してLondonへ入ったが，同年における煙草生産高は年間 2万ポンド
で， 18世紀末葉10年代には最高期に達し， 1776年には同じく l∞万ポ
ンドとなり， 1790年には1，200万ポンドに達した。次に米は南Calorina
の沼沢地で奴隷労働制の採用以降発展し 1713年一24年の輸出米は年
間124，000バーレルに及び， 17世紀末葉に於て既に南部の重要輸出品止
なった。藍はイギリス本国の保護・育成によって 1775-83年の独立戦
争後綿花にとって代られる迄はこれまた南部重要輸出品の一つだった O
乙のように南部植民地の農業は奴隷使用の半封建的地主による大土地保
有制・土地豪族制といった大土地所有体制の下にその多くは商業的農業
の傾向を示し，これらの半封建的地主はイギリス貴族政治の発生と密接
な関連を持っていた心またこのような封建的生産関係を害びる南部植民
地に於ては，その経営規模が巨大で奴隷労働によって運営される領有地
を分割せねば経済的lζ甚だ不利な為 長子相続ゃ限嗣相続制なる封建的
慣行がイギリス本国lとより更に厳しく保持されたのである。と乙ろで，
南部地帯の奴隷制 plantationの捕え方には相対立する二個の立場があ
り，そのーは Lewis C. Gray ( : History of Agriculture in the Southern 
United States to 1860 {l941， N. Y. } )及びLouisMorton Hacker 
( : The Triumph of American Capitalism : The Development of Forces 
in American History to the Beginning ofthe 20 Century {1940， N. Y.}) 
によるもので.奴隷制Plantationが利潤を追求する商業的農業なる点に
力点を置き，それは資本主義的経営形態の一種であり，また資本が土地
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アメリカ産業の発展過程を概観してーそdゴー
及び奴隷lζ投下された資本主義的企業のー形態と見るのである。そして
今日，この見解は通説とされている。これに対して他のーは，
F. L. Owsley (: Plain Folk ofthe Old South {1949， Baton Rouge})及ひF
B. H. Clark ( : The Tennessee Yeoman~1840-60;p { 1942， Nashville} ) 
の説で，奴隷制Plantationを前近代的経営と解する立場である O 乙の
Owsley学派に於ては，統計上の分析によれば南部には非奴隷所有農民
・小奴隷所有農民のようなPlain Folkと呼称される農村の中産階層な
るYeomanryが農民社会の中核を形成するとなし そのYeomanryの実
在を立証して従来の南部社会構造の把握法lζ変改を求めるものである O
然しこれは統計的に南部農民層を眺めたのみで，南部Yeomanryの奴隷
制，南部における地位やその志向性の性格等K関しては末だ十分な解明
が加えられていないのである(乙の項，鈴木圭介:アメリカ経済史{1975， 
東京}より引用)。ともあれ，従ってと乙で特に留意すべきは南部植民
地の農業が当初からすべてPlantation によって経営されたか否かの点で
ある。南・北両CalorinaゃMarylandの諸邦では半封建的領主制が移
植され， Virginia地方でも始めは小農民的発展が見られている。南部
iと於ては，概してTidewater(海岸地帯)ではPlantation制が一般的で，
内陸部 Piedmont地方では小規模的小農経営が主で，前者にはイギ
リス人，後者lとはドイツ人やスコットランド系アイルランド人が多数を
占めていた。ととろで乙のPlantation制の成立には二個の要因が考え
られ，即ちそのーは自由拓植者に対してー名宛50エーカの土地を無償
貸与する方法で，これはHeadright Sys t em と呼ばれ，後年その適用対
象が拓植者の家族や下僕 年季奉公人から奴隷に迄及んだ為土地の大集
積現象を招来し，後にこれに代るTreasury Right Systemが採用さ
れ，その結果拓植者個人への土地の貸与・売却は富裕商人やPlanterへ
土地の買い占め乃至独占を促進するに至った。しかも南部の慣習たる封
建的相続制は前述のように土地の分割を防止し Pat roonshipの進展に
甚大な役割を果しているのである(注。本年 5月14日，日本西洋史学会
第28回大会に於て，その第四部会で西川 進が閉所謂綿花王国について。"
と題して一席の報告を試みたが その際Plantationをとり上げそれは
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新見解とのことだったが 結局上述のOwslayの立場を出なかったよう
に思われるが如何であろうかc ) 
(2) 中央(部)植民地 (NewYork， Pennsylvania， New ]ersey ， 
Delawareの各邦)・(概して土壌肥沃な盆地帯，石灰岩地域も存する〕
(Bread Colony， New Yorkと Pennsylvania西部の小麦の輸出
は著しく，乙れは現金作物としての小麦栽培に負うと乙ろが大であった
為このように呼称されたという o)・ (Sett lement Colonies)・(Con-
ti nental Colonies)・(通高・家内工業を中心とする植民地)・(イギ
リス重商主義政策展開の拠点地) ・ (植民地時代ω人口， 1760年頃K
於て40万5，000人)乙の地域に於ては，肥沃な諸何川の流域lζ大麦・小
麦・燕麦・雑穀・とうもろこし・果実特lこ林檎その他の野菜類が栽培さ
れ，拓植者は独立自営農民で峡谷に定住し，森林の開発によ「て農業を
発達させたO 然、し農業技術は極めて未熟で 幼稚な農具が使用され輪作
は実施されず土地の疲弊と共に休耕地とした。但し，概して土地は肥沃
な為その収獲量は多大，例えば小麦の 1エーカー宛の量は20-30ブッシ
ェルで，特に 1749年における New]ersey邦の小麦の生産量は広義
のNewEngland地方に於て最高を示したといわれる O 然るに奴隷労働
は当地方には相応し得なかった為労働力の補充が困難で，従ってこの植
民地lこ於ては，オランダのPatroon制の残存したHulson流域を除外し
ては南部植民地に見る半封建的大土地所有制は発展せず，拓植者は主と
して年季奉公人或は自主的年季被傭人として自給自足的生活を営んだの
である。またこの植民地では家畜の飼育も活発で， 17世紀半ばでも Bos-
ton地方の羊の頭数は一農家当り51頭にも及んだO 次lζ本植民地の中の
New York， Pennsyl vania両邦について一言触れてみれば，先ず前者
は農奴lζ近いイギリス Manorの変形した Estatesを多数擁し，かつて
オランダ領でNewNet herlandと呼ばれた土地であるが，オランダめ
植民地経営にあたった West-indi sche Compagnie は近代的商業経営
の方向に反して Amsterdam的商業資本の立場をとり， しかも当初の
Patroonship ICよればPatroonは16万エーカーの土地を下付され狩猟権
・漁業権や鉱物採掘権と行政権・司法権を所持し，オランダ本国に納入
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アメリカ産業の発展過程を概観してーそd二jー
する免役地代は極めて少額で，要するにこのPat roons hi p は New
England農民の在り方とは全く相違する特異な制度だったことは確かで
ある。従って植民地時代，この地lζ多数の農民ー撲や反抗運動が勃発し，
1766年には遂に GreatR配 llionを惹起し 大Manor領主の中には
独立革命の際，イギリス側iζ組する者あり，その支配下の農民達は他の
一般独立自営農民と異り革命運動に背反するような結果を生じたのであ
る。後者の特異な点は本植民地全人口の%をドイツ人が占め，彼らはそ
の石灰岩土壌地帯に十全の整地を施して小麦の一大穀倉と化し，他面，
製鉄所・ガラス工場や印刷工場を興した。またスコットランドーアイル
ランド系のPresbyterian拓植者はとのPennsylvania 地区から遥か西
方Calorina方面へとその発展的足歩を印しているのである。
(3) 北部植民地(Massach出 setts，R凶deIsland， Connecticut， New 
Hampshlreの各邦) ・(NewEngland 植民地)・ ( Sett lement 
Colonies ) ・(Conti nent al Col oni es )標高 130m IC及ぶ幅員80km
の土壌肥沃な海岸地帯)・ (農業・製材業・漁業・牧畜業・通商・家内
工業を中心とする植民地)・(伝統的・封建的生活類型と訣別した植民
地) ・(巨額な貨幣資本を蓄積した前期的商業資本の発祥地) ・(拓植
者の職種は，中流農民・商人・職人達である。)・(植民地時代の人口，
1760年頃に於て47万 3，000人)
このNewEngland地方の拓植民は一定面積の土地が F付されるとい
う契約の下lζ来住したもの故，封建的土地所有制は他植民地とは異りこ
れを知らなかった。 Plimoth 植民地では主として20エ カ の土地が，
Salemでは主として牧草地なる共有地の牧畜権及び草刈権を伴う 10エー
カーの土地が与えられ またMassachussetts地域では自ら来住した者
には50エーカーの土地が付与されたのであるわところで，この地の土壌
は岩石性で，冬季は長日月かっ厳寒しかも Comecticut地域を除いて河
川は急流で生産物の市場への出荷は容易でなく，地味肥沃な Hudsonと
Potomac両河の中間地帯を除き一般には襲業の大規模経営に不適格だっ
たので農業は南部及び中央部各植民地のように発展し得なかったが，し
かも拓植者の約90~彰が集団形態をもって耕作に従事し，始め Indian か
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ら農作物の栽培・開墾・耕作・施肥の方法を習得し..Indian "の作物
と呼ばれたとうもろ乙しその他の野菜類を栽培し，続いてイギリス本国
から持来したらい麦やそばを植え後には小麦の植えつけにも成功した。
そして農園の経営法はFaulknerの言う..Diversified Framing" の
形態をとった。然し農業技術は中央植民地と同様極めて素朴で，中世イ
ギリスの三園農法をそのまま採用したに過ぎなかった。やがて海岸地帯
の空白地が消滅すると，拓植者は先占所有者或は入会権者として共同体
の名目をもって新規の土地を入手した。乙れは普通36平方マイル単位の
面積で，彼らはこの地へ入植しTownを設立するに至った。然し植民地
の基盤が漸次確立されると前述のように共有地分割制によって私有化さ
れ，乙の土地私有の過程は同時ICIndianを制圧し彼らの土地を収奪す
る過程でもあったのである O 最初の対Indian戦争は 1622年から1634
年迄12年間K及んで継続し，また例えば乙の地の Puritanは1703年，
彼らの集会の決議によってIndianの頭蓋ー板と捕虜ー名につき40ポン
ドの賞金をかけ， 1720年には同じく 100ポンドの賞金をつけるといっ
た方法迄とっている。さて肥沃な土地の少ない NewEnglandの拓植者
は湾や入江の多い当地方の海辺lζ豊富な海洋資源の存する乙とを発見し，
New England の漁業特に鱈漁及び捕鯨漁は植民地lζおける主要産業の
ーをなした 1763年から 1766年ι至る主要海産物の輸出額を見ても，
これは植民地全輸出額の実に48%を占める程である。かくして独立革命
当時には 1.000隻の漁船と水産業の従事者 10，000人を擁する驚異的盛
況を呈するに至った。そして海産物の主要輸出先きはヨーロッパ旧教国
家で，乙れは高級品種の場合であり，逆に最低級品種は奴隷用食糧とし
てWest Indies方面へ輸出され，また植民地西部地帯ではこれらの海
産物は単に食糧用としてのみでなく，ろうそく製造用の手工業原料とし
ても需給され，魚油は灯火用として利用された。と乙ろで，乙乙で前後
するがNewEngland地方における当時の農民層の発展的段階について
一言触れておけば，農民層は(1)不在土地所有者と土地投機業者(2)Town 
Commonsの分割によって成立した独立自営農民(3)N ew Commons，と
分類されるが乙れは Percy W. Bidwell の主唱する所で，彼によれば(1)
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開拓時代から19世紀初頭迄は，アメリカ北方農業史の初歩的段階で(2)次
は爾後南北戦争迄の時代で，商業的農業への経過期であり(3)最後は以降
19世紀末葉に至る北方農業の衰退期とされる (PercyW. Bidwell & 
10hn o. Falcone History of Agricult ure in Nort arn State 
{ 1920 -1860 } {1925， N. Y. }) 0 従って彼は植民地時代におけ
る農業段階として乙れを自給的農業に求めることとなるが，乙れに対し
てR.C. Loehrは，とうもろ乙し・桃・煙草や家畜等の産業は商業的
農業で， Town内部の Storekeepersは商品取引き業の中核をなし，
拓植者は漸次そこえ包合されるとし従って農業段階は商業的農業とし
て対立しているが，端的に言って乙れら両者の見解はいずれも各々一方
的立場に偏してはいないだろうか (R.C. 1ρehr : Self -Sufficiency 
on the Farm， Agricultural History { 1951， N. Y. } ) 0 
さて，アメリカ植民地最初の工業，それは自然資源に依存する原始的
工業故植民地時代の工業は Extrative lndust ryと呼ばれるが，それは
自給白足的農業と密着する自給的農民の家内工業 (HouseholdManu 
facture， Domestic System)で，これに従事する拓植者は "House-
hold Manufacturing "即ち， . Artist in Living ..であった。尚，農
・工企業密着の著{7IJとして，土地投機業者だ、った Virginia 邦総督， 17 
世紀後半から18世紀に渡って活動した RobertCarterの場合が挙げら
れる O 彼の居住地はその面積 70.000エ カ (或は 60，000エ カー
とも言われる。)，使用奴隷 500人，煙草その他の農耕物を生産し，別に
その敷地内に織布・パン焼き・製粉・製塩・製鉄の各工場を所有し，併
せて金融業や海運業も経営していたO 屋内ストーブはおもあり，読書会
・音楽会・晩餐会や舞踏会も屡々開催される程の豪華な生活を営み，農
・工・貿易各事業の同時的経営によって巨額の手Ijを収めたのである。次
lと拓植者の手工業が社会的分業の一環として自立化する為には彼らは種
々の障壁を破らねばならなかったが(例えば，貨幣資本の欠之・労賃の
高騰・交通手段の欠如・商品市場の狭隣等) 彼らは営々として家屋内
で家具・農具・石鹸・ろうそく・靴・帽子や錫製品を作り，農民は幼稚
な木製の Spinning Wheelで糸を紡ぎ原始的紡織機をもって素朴な織布
30 
を織り上げた。そして後年， New England地方を中心に Wortham型
の工場が出現し，東部商業資本が Na凹 leon戦争や東洋貿易の衰微によ
って衝撃を蒙り，貿易業から木綿工業へ投資が転換されたことは急速に
この工業を発展させたのである。次1<=New England地方では，前述の
ように早々と民主々義的土壌が生誕した為イギリス本国から異分子と目
された職人層の人々が続々この地へ来住し工業伸展の基盤が自ら設定さ
れたO その時労働力の不足は渡航旅費支弁の為契約に同意した者，商人
によって誘惑された者 軽犯罪による受刑者らの年季契約奉公人によっ
て補充されている O かくして子工業は NewEngland地方を先頭に
Pennsyl vaniaゃ両 Calorina地帯で盛んとなり， Mileと呼ばれた仕事
場や小工場が生まれ やがて専門的職人が実現 独立手工業者による商
品の牛産となり，今や彼らは基礎的工業部面に於てかなり高度の経済的
自立段階に入り，その経営規模も漸次拡充されて植民地時代末期に至っ
てはたとえそれが工業集落や港湾都市K限定されたとはし、ぇ Manu-
factureの発生を見るに至った o N ew Engl and地方乙そ後年，南部
Plantation所有者と対抗するに至「たアメリカ産業資本揺藍の地と言う
乙とが出来る。ところで 1663年 N ew Hamps hi re地域の Salmon
Falls 1<=始めて挽材所が建てられてからの木材業・造船業・船舶用品製
造業及び加里製造業はNewEngland 地帯の船材・船具・鉱物類の豊富
な資源に恵まれた森林を背景として発展し，この中，船舶そのものは重
要輸出品だった為当地方に巨大商業資本が発生するに及んで，水産業の
拡大によ「て強力な刺戟を受けた造船業は急速に繁栄し， 18世紀の20年
代には高潮の域に達した。そして 1760年には 300-400隻の小型商船
が当地域で建造され 17，72年，植民地で作られた船舶は 2，000トンであ
るがこの中， 1，800トン以上のものはNewEngland地方で生産された
分で， 1775年のイギリス船 6.000隻の中， 2，000隻以上は植民地の建
造にかかるものだったO しかも植民地における船舶建造費は 1トン宛34
ポンドで，これはヨーロッパのそれより 20.50%程廉価であった。更に
造船業の発達に随伴してタール・ピッチ・テレビン油のような船舶用品
の製造工業も進展した。吋，木材lζ立脚するこれら各種工業の他，繊維
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工業及び鉄工業は(植民地時代における鉄製品生産の中心地はPennsyト
vama地方)植民地の重要工業だった。次iと羊毛工業は繊維工業の基礎
で，羊は 1609年， London Co. Iζよって ]amestown植民地に紹介さ
れ NewEngland地方へ到来したのは 1633年だった。 1642年，イギ
リス毛織物工業の中心地なる Yorkshireを追われた人々は Massa
Chussetts地域の Rawleigh植民地に最初の毛織物工場と漂白工場を建
設し，この時以降羊毛工場は各地に普及し， 1650年には多数の羊毛工
場を見るに至り，特に 1655年のイギリス羊毛輸出禁止令及び 1660年
のイギリス植民地におけるオランダ貿易禁止令(通商の為の諸法律，
Enumerated ArticIes -Navigation Act)は，羊毛原料と廉価な毛織
物植民地への供給を杜絶させた為羊毛工業は乙れによって少なからぬ刺
戟を受けるに至ったO 乙の毛織物工業の発展は植民地へ衣料自給化の傾
向を招来し，衣料のイギリス産不買運動を通じてアメリカ独立運動発端
の重要な一要因をなしたのである。そして植民地時代末期には前述のよ
うに Manufactureが生誕し，羊の総数も全植民地を通じて 800万頭
lζ上ったと察せられている。次lζ麻織物工業は毛織物につぐ重要な繊維
工業の一つで，亜麻や大麻の栽培には奨励金が下付され， 1737年には
Boston IC紡績学校が設立されしかも麻織物工業は Scotlandゃ Irland
からの拓植者の手によって愈々発展への道を辿った。また造船業・醸造
業や繊維工業等の成立は製鉄及び鉄加工々業の発達を促進し，植民地最
初の製鉄所は 1619年， Virginia地域K設立されたが， ここでは成功
せず，雨後製鉄業は主としてNewEngland 地方を中核として発展し
Massachussetts地区では 1644年迄iと鉄工場が経営されるに至った。
また豊富に存在する沼沢鉄鉱と造船用の木材とは製鉄業に対して多量の
原鉱と燃料を供給する乙とができた o Massachussetts地区における本
式的な最初の製鉄所は 1644年，イギリス資本の援助により， Co. of 
U ndertakes for lron Worldsの下ICLynnの近傍に設けられ，更に
製鉄所と併行的K鋳物工場も建てられ， 18世紀に入ると載鉄工場・圧延
工場や精錬工場が設けられ，かくして植民地工業はイギリス本国の稼動
的能力以上の熔鉱炉を作用させ良質の銑鉄及び棒鉄を生産するに至り，
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1775年に於て銑鉄・鋼鉄の生産量は母国 England及び Wales の
それを上廻る迄に発展した。ところで，植民地の製鉄業には N~w Eng-
!and型と Iron P!antationの形態をとる南部型の両方式があり，前者
は農民・手工業者・小商人らの共同出資による中・小製鉄企業で，この
発達はイギリス鉄製品市場を犯しイギリス植民地機構の基盤を動揺させ
る恐れがあり， 1750年K入って Iron Actの制定となってイギリス
による企業統制の対象をなした。また後者は大土地所有の基礎の上K大
地主・大商人・ Planterの経営の下に年季奉公人・黒人奴隷ゃ犯罪者を
使役し，その出資者はイギリス本国の地主・商人や植民地の地主・商人
らであった。これは自然発生的に形成され， Virginia地方の Principio
Co.ゃPeterHasencleverの American lron Co.のように農民的
市場を根幹としたものだった。このよう K植民地各地区に急速に発達し
た各種工業は(但し南部は乙れと異り，唯見るべきものは製鉄工業のみ。:
必然的にイギ、リス産業の脅威となり，特lζ製鉄業及び鉄加工業はイギリ
ス本国に於て好ましからぬ羊毛工業と共に本国の弾圧を蒙る乙ととなっ
たのである。かくして植民地時代の居住民は圧到的に農民が多数を占め
たとしても，アメリカ的生活の特異性から植民地経済の活力は先ず農業
へ更に商・工業との相互結合的形相として出現し，一面開拓時代から植
民地の原料資源がイギリス本国へ輸送され，逆lζ農村生活の水準を高楊
する生活用具が輸入され企業能力の喚起によって生活用品の自家製造も
促進され，商業資本家の下に各種製造業や工業が独占されて植民地時代
後は，アメリカは資本主義的段階へと前進して行く次第である。また植
民地における商業の振興は イギリス本国の初期産業資本の蓄積政策と
して植民地を本国の原料・特定商品の供給地及び工業製品の市場として
捕え，本国産業資本の従属的位置に置かんとする重商主義政策の影響に
負うもので，それは植民地の拓植に励んだ植民会社や領主植民者に負荷
する乙とであった。かくして植民地に於て巨大な貨幣資本を蓄積した者
は商業資本だったが，これは産業資本iζ従属しその商業資本の貨幣資本
への転形を産業資本に代行し，それによって産業資本の下に生産された
剰余価値の一部を商業利潤の形態で受領する現代商業とはその性格を異
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にするものだった。さて，前期商業資本の中，大規模のものはヨーロッ
ノfとの対外貿易に従事し，例えば NewEngland地方の造船業はその
支配下に置かれ，中規模のそれは主として植民地各区域の生産物を交換
する沿岸貿易に従事していた。然るに米・煙草・藍の三品目はイギリス
本国のみへ限定輸出とするような植民地の対ヨ ロッパ貿易は常に植民
地に於て逆調だった為，貿易差額を有利に導くべく New England， 
Africa， West Indiesを中心とし New England 人は穀物・魚
類や木材を求めて West Indiesへ行き砂糖・ Molasses や通貨と交
換し，その砂糖と糖密を利用してラム酒を作りこれをもって Africa へ
赴き，奴隷を購入しその奴隷を携えて West Indiesへ出かけ，奴隷と
砂糖・糖密・通貨を交換するといった方式による植民地時代貿易の一大
特質なる Triangular Tradeが発生したが 乙の奴隷貿易は莫大な利
潤を商業資本に提供したものである。かくして， 18世紀の30年代以降に
於ては，この奴隷貿易は最高潮に達し New England地方の諸都市に
は大商業 Bourgeois が生誕した。一般によく言われるように，正しく
かのフランス啓蒙思想家， Francois Marie Arouet Voltaire の名
言によれば，歴史の流れは階段を上昇する木靴の音とそれを下降する絹
製のスリッパの音声で充満したわけで，植民地に於て農地が拡大され商
業が発展するに伴い，その農・工・商各産業の繁栄に従って全植民地内
の個人・家庭の社会的地位の平等化が急激に前進し，木靴が不断lζ階段
を上昇しつつあったとする様相を物語り，乙れは当時におけるアメリカ
植民地の動向を明快に表明していると言う乙とが出来るであろう。勿論
拓植者の開拓・植民は自然界の克服ゃ Indianの制圧その他，苦難iこ充
満した開拓史に彩られしてはいるが 彼らの自給経済的生活様式，そして
自主独立的 Frontier精神は拓植者の生活秩序を旧世界の封建制や農奴
制とは全く異「た異質の態様として創造したもので，これは旧来のヨ
ロッパ史上未曽有の画期的新事象の出現だっ十とされる所以である。
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